
NO. 卒業年次 氏名 備考 NO. 卒業年次 氏名 備考
1 S38年卒 渡辺　房男 講師 23 S38年卒 長沼　　真
2 S30年卒 神田　四郎 24 〃 祢津　信夫
3 〃 神宮司房義 25 〃 前田　栄一
4 〃 鮎川ますみ 26 〃 山田　常夫 欠席
5 〃 呉藤勢津子 27 〃 梅澤　梅子
6 〃 塩瀬　昭子 28 〃 鈴木　紀子
7 〃 轟　佐知子 29 S40年卒 斉藤　勝人
8 〃 八木原順子 30 〃 藤巻　芳彦
9 S32年卒 若尾　和子 31 〃 宇野由美子
10 〃 雨宮　武 32 S41年卒 山本　秀彦
11 S33年卒 河内　一郎 33 欠席 中込　勝子 飯田知人
12 〃 五味　一彦 34 神田　信子 神田夫人
13 〃 早川　圭蔵 35 瀧川　さち代 神田知人
14 〃 樋川　紘一 36 斎藤智恵子 神田知人
15 〃 飯田冨美子 一紅会会長 37 新井　道子 神田知人
16 〃 斉藤由美子 甲府から 38 石井　泉女(もとめ) 神田知人
17 S35年卒 作道　　恒 39 佐野　知子 神田知人
18 S36年卒 田村　久夫 40 小坂　敏子 神田知人
19 〃 雪江　武雄 41 荒木　高子 神宮司知人
20 〃 谷口百合子 42 清水　容子 井上知人
21 S38年卒 一瀬　　明 43 折口有里子 井上知人
22 〃 市橋金之助 44 S30年卒 井上　若子 世話人

45 S38年卒 薬袋　俊次 20日午後のみ

　　　　　　　（電話）076－436－0191（代）     （FAX）076－436－0190

全44名（男性：19名、女性：25名）
◎45名（男性：20名、女性：25名　　　　（20日午後のみ薬袋氏現地参加）
◎京王大型観光バス使用　運転士（加藤、中山）2人・・中山さんは前回もﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

              一紅会・歴史研究同好会第12回　渡辺房男先生と行く
                    「富山歴史散策1泊2日バスツアー」　参加者名簿　（敬称略・順不同）
　催行目　　平成24年（2012）5月20日（日）、21日（月）　雨天催行
　目的地　　富山市、高岡市、氷見市、砺波市、南砺市
　宿泊地　（財）富山勤労総合福祉センター・呉羽ハイツ
　　　　　　　　〒930－0142　富山市吉作4103－1
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宝
瑞
龍
寺
と
前
田
利
長
墓

岡
:

　
　
八
丁
道
（
そ
の
二
）

―
御
廟
守
の
寺
　
繁
久
寺
―

　
前
田
利
長
廟
と
向
い
あ
っ
て
建
っ
て
い
る
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お
寺
が
曹
洞
宗
仙
寿
山
繁
久
寺
で
あ
る
。
こ

の
お
寺
は
三
代
藩
主
前
田
利
常
の
命
に
よ

り
、
正
保
三
年
（
こ
八
四
六
）
利
長
の
三
十

二
回
忌
に
合
わ
せ
て
造
営
さ
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
繁
久
寺
は
戦
国
時
代
の
永
禄
五

年
（
一
五
六
二
）
、
射
水
郡
南
条
の
城
主
で

　
　
　
　
　
　
っ
か
’
・
・
　
　
　
　
い
　
ｌ
ｘ
　
ぼ

あ
っ
た
加
納
中
務
が
氷
見
飯
久
保
の
地
に
一

禅
刹
を
創
建
す
る
。
開
山
に
は
、
立
山
地
獄

谷
の
餓
鬼
済
度
伝
説
で
著
名
な
光
巌
寺
七
代

碓
翁
契
幡
が
勧
請
せ
ら
れ
寺
名
を
飯
久
寺
と

号
す
る
。
今
日
の
繁
久
寺
の
は
じ
ま
り
で
あ

る
。
飯
久
寺
は
そ
の
後
、
守
山
の
海
老
坂
の

地
に
移
り
、
飯
久
保
の
跡
地
へ
は
、
氷
見
吉

池
に
あ
っ
た
光
久
寺
が
移
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　
繁
久
寺
は
利
長
の
廟
守
の
寺
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
が
、
前
甲
￥
と
の
因
縁
は
四
代
骨

洲
翁
趾
の
代
に
は
じ
ま
る
・
利
長
廟
の
造
営

に
当
た
っ
て
は
、
守
山
飯
久
寺
の
翁
徹
は
廟

守
に
選
ば
れ
て
い
た
が
、
次
の
よ
う
な
寺
伝

が
あ
る
。
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清閑で床しい趣がある繁久寺の正面曹洞宗

　
廟
の
工
事
中
、
利
営
は
何
度
も
現
地
視
察

に
お
も
む
き
『
そ
の
都
度
近
郷
の
有
志
ら
は

十
に
ｒ
座
し
て
‘
送
迎
し
た
が
守
山
飯
久
寺
の
住

職
翁
徹
は
』
度
も
出
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。

人
々
が
翁
徽
を
避
難
す
る
と
。

　
「
禅
門
に
「
泉
ろ
者
は
拒
ま
ず
、
去
る
者
は

　
追
わ
ず
」
応
一
語
あ
り
。
用
あ
ら
ば
き
た
れ
。

　
わ
し
は
、
用
な
き
ゆ
え
に
会
わ
ざ
ろ
の
み
」

と
、
答
え
た
と
い
う
。
こ
れ
を
聞
い
た
利
常

は
そ
の
気
骨
に
深
く
感
じ
、
強
い
て
翁
徽
を

請
い
廟
守
と
し
、
家
臣
伊
藤
内
膳
を
奉
行
と

し
て
、
聚
楽
第
の
解
体
材
を
引
か
せ
廟
守
併

置
の
寺
を
造
ら
せ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

以
後
、
飯
久
寺
は
現
在
地
に
移
り
、
繁
久
寺

と
改
ま
る
。

　
繁
久
寺
の
建
物
に
つ
い
て
は
聚
楽
第
の
ほ

か
小
松
の
既
蜀
亭
を
移
築
し
た
な
ど
諸
説
が

伝
え
ら
れ
て
が
る
が
安
政
六
年
二
八
五
九
）

全
焼
し
た
の
で
尚
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
文

久
二
年
（
Ｔ
八
六
二
）
規
模
や
構
造
は
そ
の

ま
ま
模
Ｌ
て
建
叱
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
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廟
所
並
び
に
繁
久
寺
完
成
後
は
、
火
’
と
も

し
掃
除
人
を
お
き
、
日
夕
仏
前
、
墓
前
の
勤

行
を
怠
ら
ず
、
境
内
に
は
塵
。
つ
残
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
封
肩
石
沢
高
岡
・
読
書
史
談
会
会
長

山門両側の回廊に大小さまざま　表情の異なる五百羅漢が並ぶ
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